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地 域社会 に お け る

家 族 へ の サ ポ ー
トシ ス テ ム の 形 成過 程 （1）

金 沢市 下善隣館」の 事例研究 よ り
一

石　原　多賀子
＊

Formation　of 　social 　support 　system 　for　family　in　local　community

Takako 　 Ishihara

1〜ecei びed 　Oc亡oう〔〜r　30，　1989

（一）　は じめに

　今 日 ， 家族 の 「衰退」 や 「崩壊」 とい う現象が 指摘 され る こ とが多 い が こ れ は 「現代」 とい

うよ り 「近 代」 に 内包す る問題状況 で あ り，す で に戦前 か ら緊急 か っ 重要 な問題 と して 存在 し

て い た の で ある 。 家族 は歴史的に み て 常 に単独で 存在 で きる ほ ど の基盤 も機能 も持 っ て い なか っ

た と い え よ う％ 近代以 前 の 農業社会で は家族は村共同体の なか で 存在す る こ とが で きた の で

あり，また村共同体 は 家族が寄 り添 うこ と に よ っ て維持 で きた の で ある 。 だ か らこ そ村 の 掟 に

背い た場合は村八分と い う制裁が果た され た の で あ る。

　近代に な っ て 農村か ら原則 と して 後継 ぎ以外 の 子ど もが都市 に で て い き雇用労働 に 従事 しそ

こ で 家族を形成す る よ う に な る
2 ）

。 した が っ て 核家族の 形態 を と る場合が多 く
3）

〔表 1 ・2〕，

人手を必要とす る世話や 介護 の面で も農村家族と は 異 な っ た 状況 に直面 しっ づ け る こ と に な る 。

また従来 の 商工業従事者 の 家族 も景気 の 変動 に さ らされて い くこ とに な り，農村 と都市 の 変動

はそ こ で生活 して い る家族の あ り方を大 きく変え て い く。

　本論文で は 都市家族 に焦点をあて て い きた い 。 都市家族 は農村的生活様式と は異 な っ た生活

様式 の なか で 生計手段 は産業構造 の 変動 を もろ に受 けつ つ ，そ の ラ イ フ サ イ ク ル の 過程 で 社 会

的弱者で ある子 ど も ・高齢者 を含むわ けだが
，

そ の世話や 介護 ， 病人や障害者の世話は嫁 ・妻 ・

母 ・娘 と い う立 場の 女性
一

人 の 肩に かか る こ とが 多 い
。 従 っ て 特に 零細な 商工業者や 雇用労働

者の 家族 に と っ て 経済的 な破綻 は 直ち に家族の 生活に 響 き様々 な貧困問題 が 生 じ こ れ が家族の

「世話」や 「介護」 も困難 に して しま うと い う状況が 当然で て こ よ う 。
こ れ に 対 し て 地 域社会

や行政 が ど の よ うに かか わ り解決 しよ うと して きたか に っ い て
， 本論文 は

， 戦前 ・戦後 を通 し

て地域社会の 家族 の ニ
ーズに密着 したサ

ービ ス を 「事業」 と 「住民の ボ ラ ン テ ィ ア活動」によ っ
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て 行 っ て い る コ ミ ュ
ニ テ イ セ ン タ

ー
の 事例 と して 石川 県金沢市 の 「善隣館」を取 りあ げて検討

して い き た い と 思 う 。 今回 は 「社会福祉」 の 概念 の なか っ た戦前 の 場合を取 り上 げ ， 次回で は

戦後に お い て ど の よ うな変化 を成 し遂 げな が ら家族の 支援 シ ス テ ム を形成 して い っ たか に っ い

て 検討 して い きた い 。

表 3 核 家 族 世 帯 率 の 推 移

旨 1920年
［
1 （大正 9 ）

1955年

（昭和3G）

1960年

（昭和35）

1965年

（昭和40）

1970年

（昭和45）

ユ975年

（昭和50）

198年

（昭和55）

195年

（昭和60）

A 方 式　　 55．3 59．6 60．2 62．6 63．56 64．0 63，4 62．5

lB方 式 　 61．3 63．5 65．3 70．4 74．3 79．275

，4

80，0
r．．
C 方 式　　59．1 62．1 63．5 68，2 71．5

胆
　 　 74、2 76．0

注A ＝（夫婦 ＋ 夫婦 と子 ＋ 父子 ＋ 母子）÷ 普通世帯数 × 100
　B ＝（夫婦＋ 夫婦と子＋ 父子 ＋ 母子＋ 単独世帯）÷ 普通世帯数× 100
　C ＝（夫婦＋ 夫婦と子 ＋ 父子 ＋ 母子）÷ 親族世帯数 × 100
資料 ：

騁醸濃 雌
として 普醐 を とる と騰 世帯

犠篇灘齢鬣蠕鷲 、

千世帯

40，0DO

35，000

30，000

lIIILII

ー．
ー」
ー
IIIII

−
1111

「
ー
…

00052

00002

ODO51

10，000

表 2 　 世 帯人 員 の 推 移

6．s2

農耕世帯 の 平 均世 帯 人 員

5．91

6，452

．61

6

5

4ー
…

3
・08

一 一一、＿−L −．＿−L −．⊥ ＿
　 大 9　　14　　昭 5　　10　　　15　　　20　　　25　　　30　　　35　　　40　　　45　　　5D　　　55　　　60
　 正 年　　 　 和 年

注）農耕世帯 ・雇用者等 の 平均世帯人員 は 1厚生行政墓礎調査」よ り

資料 ： 総 務庁 「国 勢調 査 1
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ト シ ス テ ム の 形成過程 （1） 3

（二 ）　 「善隣館」設立 ま で の 社会的状況と経過

（1） 「善隣館」 とは　　第一次世界大戦後 の 不景気 に よ っ て 深刻化す る生活難 と こ れ に 伴 う

　家庭崩壊 に 地方公 共団体は国 の 法律制定や 対策を待 っ て い る こ と の 出来 ぬ 状況 の 中で と り

　あえ ず民間の 協力 を取 り入れ る こ と に よ り対処 しよ う と した 。石川県で は ，1922年 （大正

　 11）安藤謙治 ほか 43名が社会改良委員に任 命され 1928年 （昭和 3）方面委員 と改称 され地

　域住民 へ の 巾広 い 救護活動を行 っ て い た 。

　　善隣館と は こ の 流れの なか で 1934年 （昭和 9）〜1943年 （昭和18） の 間に金沢市 の 15校

　下 （小学校通 学区域）で 「方面委員」 に よ っ て 設置 ・運営 され た もの で あ り 〔図 1〕地域

　住民 へ の 社会事業的活動お よ び社会教育的活動の拠点 とな っ て い た 。 戦後 ， 後者 の 活動 は

　社会教育法 に よ り 「公民館」 として 新た に 出発 L ）
，現在ほぼ全校下 （48校下 ＋ 7 自治公

　民館） に い わ ゆ る 「金沢方式」 に よ っ て 設立 ・運営 され て い る
5）

。 こ れ に対 し て 法 的な 制

　度 か らはず されて は い るが本来 の 社会事業的活動 は 「善 隣館」 活動 と して戦前 の 「善隣館」

　の ほ とん ど （12館）〔図 2〕が戦後の 激動期を の りこ え現在 ま で 地 域 の 家族 や 住民 を支 え

　て 多様 な活動を続 けて い る。

  　歴 史的経過 で は善隣館を設置 ・運営 して きた 「方面委員」制度は ど の よ うに し て で きた

　の だ ろ うか 。 そ の 歴 史的経過 を簡単 に図式化す る と下図 の よ うに な る 。

　區i亟亟 　　1916年　岡山 厂済世顧問」

　　　　　　　　　　旧 中間層 に よ る道徳的指導 。 慈悲

　　　　　　　　　　官民協力組織

　　　　　　　　　1916年　東京 「救済委員」

　　　　　　　　　　専門家 ・婦人

　　　　　　　　　　民間機関

　　　　　　　　　1917年　大阪 「方面委員」

　　　　　　　　　　都市中闇層 ・社会調査

　　　　　　　　　　エ ル バ ー
フ ェ ル ト市の district　committe

　　　　　　　　　　社会事業行政 の 補助機関

　　各地 に普及 ・地方 の 任意制度

　　　　　　　　　1919年　埼玉県共済福利委員

　　　　　　　　　1920年　東京市方面委員

　　　　　　　　　1920年　横浜市方面委員

　　　　　　　　　1920年　広島市方面委員

　　　　　　　　　1920年　栃木県補導委員

　　　　　　　　　1920年　京都府公 同委員

　　　　　　　　 1921年　岐阜県奉仕委員

　　　　　　　　 1921年　滋賀県補導委員

　　　　　　　　 1922年　石川県社会改良委員

　　　　　　　　　 等多数 出来 る
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表 3　 善隣館
一

覧表 （昭和 16年当時）

名　 　　称 設立年月日 経　営 　主 　体 経　営　事　業　種　別

第
一 善 隣 館

昭和

　 9．9．1 野町方面委員部
授産，保育，図書，大道塾，軍事

援護，同心講，華道講習，相談

第 二 善 隣 館 10，5．15 此花 芳斎 ， 松 ケ枝方面委員部
授産 ， 保育， 花嫁学校， 支邦語，

珠算，相談，教化指導

第 三 善 隣 館 10．1．30 材木町方面委員部
授産，乳 幼児 保育，軽費診療，

助産保護，戦没軍人遺児教養

第 四 善 隣 館 9．6．1 十
一

屋 方面委員部 授産 ， 乳幼児保育 ， 軍事援護

第 五 善 隣 館 ユ4．12．1玉 馬場方面委員部
授産，愛育指導，乳幼児保育，

軽費診療，栄養研究補給

氷 井 善 隣 館 16．4．1 菊川町方面委員部
授産，保育，永井文庫 太陽塾，

相談，教化指導

小立野善 隣館 15．9．10 石引町方面委員部
授産， 保育， 三経塾 軽費診療，

軍事援護 ， 教化指導 ， 相談

長江谷善 隣館 11．5．1 夕 日寺国民学校下諸団体
授 産， 冬 季保 育 ， 健康 相 談，

青少年指導

北安江善隣館 15．10．1 諸江町方面委員部
授 産，保育，母 性保護， 教 化

指導

大野町善 隣館 11．4，20 大野町方面委員部
授 産，保育，各種講習， 副 業

奨励，相談

長 町 会 館 14．4．20 長町方面委員部
授 産，軍事援 護，相談， 教 化

指導

長土 塀厚生館 14．4、1 長土 塀方面委員部 授産 ， 保育 ， 愛育事業 ， 相談

東　 山　 寮 6、7．22 森山町方面委員部 授産 ， 宿泊保護 ， 教化指導

粟ケ崎善隣館

新竪 町善 隣館 目　下 　建　設　中

森 山 善 隣 館

資料 ： 「社会事業概況」昭和16年， 金沢市　経営事業種別は紙幅の 関係で
一

部省略
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地 域社会 に お け る 家族 へ の サ ポ ー
ト シ ス テ ム の 形成過 程 （1） 5

全国的 に 普及す る

　　　　　地方公 共団体 は必要性に 迫 られ，また政府 も積極的に 勧奨 した こ と に よ る

全 国 レ ベ ル の 大会

　 1927年　第一回全国方面委員大会

　 1928年　石川県 「社会改良委員」を 「方面委員」 と改称

　 1929年　「救護法」 公布

　1930年　全国方面委員代表者会議

　 　　　 救護法実施 を陳情

　 1931年　救護法実施期成 同盟会

　 　　　 上 奏並 び に 全 国大会開催 に っ き声明書

　 1931年 　「救護法」施行

　1932年　全 日本方面委員連盟結成

　 　　　 全 国的な連絡調整機関 の 確立

　1936年 　方面委員令　国 に よ る制定

1946年 ［壅 ］民生委員令

　す なわ ち
， 先駆的 な試 み と して 岡山県 ・東 京府 ・ 大阪府 で そ れぞれ異な っ た方法 で 模索

する中で ，こ れ に 刺激 され るか た ち で 各地に 普及 し地方の 任意制度 と して 確立 され て い く。

やが て 全 国的に 普及す る に したが っ て 各地 の 方法 ， 実態 に つ い て お互 い に情報交換 を し て

い く必要性が 生 じ 「第
一

回全国方面委員大会」が 東京で 開催 され る 。
こ こ で ，「方面 委員」

と い う名称が使わ れ て い る が
，

こ の こ と は大阪方式 の 普及 を意味 して い よ う 。 石川 県 で も

そ れ ま で の 「社会改良委員」を 全国的に 通用 しやす くす る た め に翌年 「方面委員」 と改称

して い る。

　 1929年 （昭和 4 ） に は念願の 「救護法」が 公布 され る が財政難 を理 由に容易に実施 され

な い 事態 に対 して そ の 早期の 実施を め ぐ っ て 各地 の 方面 委員等 が こ の 時期大変 な熱意 と行

動力を しめ して い る こ と は 注目す べ きこ とで ある 。 1930年 （昭和 5）前後 は非常 な不景気

に 見舞わ れ農業，造船業，鉄鋼業 は特に 不況 が 甚だ し く失業者が急増 し 300万人 と称 され 1

社会不安 の 中で 迷信 が流行 し
， 嬰児殺 しや人身売買が横行す る社会状況 の なか で と もか く

「救護法」 の一
日 も早 い 実施 が望 まれた の で ある。

　政府 も1931年 1月救護法実施期成同盟 会が 上奏す る に 及ん で 同年 8月救護法施行 令 が 出

され初め て 体系的な公的扶助制度が確立 さ れ る よ うに な っ た 。方面委員は同法に よ る委員

にあ て られ （第 4条）市町村長の 補助機関 と して 救護 に 関す る幅広い 活動が活発 に な さ れ

た 。 こ の 結果方面委員制度を法的 に保証す る た め に 1936年 厂方面委員令」 の 制定が な され

た の で あ る 。
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表 4 　戦 後 の 善 隣 館 一 覧 表

（昭和63年 4 月 1 日現在）

経営主体 名　　　称 所　在 　地 代 　表　者 創立 年月 日 電 　　話

社 福 法 第
一

善 隣 館 野町 3丁 目 1 − 15 理 事長　清　水　準　
一

昭 9．9．141 − 4030
！ノ 第 三 善 隣 館 小将町 8 − 23 理事長　吉　井 　浄　龍 昭 10．3．121 − 0962

Zノ 第 四 善 隣 館 泉野町 1丁 目 1 − 25 理 事長　秋　田　他啓知 昭 13．6．841 − 3316
！ノ 馬 場 福 祉 会 東山 3丁 目29− 22 理事長　古 　屋　進　

一
昭14．9，152 − 3959

〃 新 竪 善 隣 館 鱗 町 62− 1 理 事長　沖　　　長　治 昭18．10．131 − 0258
〃 永 井 善 隣 館 菊川 2丁 目8 − 13 理事長　北　川　理 　吉 昭15．11．131 − 3429
zノ 小立野善隣館 小立野 5丁 目 1 − 5 理 事長　吉　田　昭　炳 昭15．10．161 − 2755
！ノ

森 山 善 隣 館 森 山 2丁 目 18− 4 理 事長　林　　　長　作 昭17．12．2052 − 0817
〃 材 木善 隣 館 材木町13− 40 理事長　藤　田　　　明 昭30．10．622 − 1380
〃

中村町善隣館 中村町10− 35 理 事長　増　井　章　
一

昭35．4．2047 − 4447
〃 粟 崎 善 隣 館 粟崎町 1丁 目 4 理事長　中　島　正　勝 昭 18．4．138 − 3720

民 　 　協 此 花 会 館 笠市町 6 − 4 昏憲霧 経田 七 五 三 二 昭 19．7，721 − 0938

（3） 先駆的地域 にお け る特徴

　　岡山県 の 「救世顧問」制度 は行政 の 補助機関で あ り 「防貧事業 ヲ遂行 シ 個人並 二 社会 ヲ

　向上」　（規定第 1条） させ る こ と を目的 と して 貧困者 に対 して 地域社会 に お け る名望家 ＝

　旧 中産階層が道徳的に 指導 して い く こ とが そ の 特徴 と い え よう。 従 っ て顧問は 「人格厳正 ・

　身体 強健」 で 「常識」 と 「慈善 ・ 同情心」 がゆ たか に あ り，階層的 ・ 身分的に 上位 で あ り

　「中等以 上 ノ 生活 ヲ営 ミ少ナ ク トモ 俸給 ヲ以 テ 衣食 ノ 資 二 供 セ サ ル モ ノ 」 （規定第 5条） と

　い う条件が あ っ た の で あ る 。

　　 こ れ に対 して 東京府の 「救済委員」 は民問機関で ある東京府慈善協会 の 積極的な コ ミ ュ

　 ニ テ ィ ・オ ーガ ナ イ ゼ イ シ ョ ン をすすめ て い く中か らで て きた も の で あ り専門家 的能力 に

　頼 っ て解決を図 ろ うとす る姿勢 が伺え る点 に特微が ある 。
つ ま り ， 救済委員 は 3 つ の 委員

　グ ル ープか らな っ て お り 「名誉委員」 は岡山 の 場合 と同 じ よ うに 名望家か ら選 ば れ他 の 2

つ の 委員 の 援助 を 目的 と して い る 。 「方面委員」 は連絡調整機能 を持 ち小学校長 が そ の 任

　に 当 た っ て い る場合が多 く， 「専任 委員」 は受 け持 ち地区 の 調査 と救護 を目的 と し専 門的

知識 を有 する者 や適当な る婦人 に も委嘱 され て お り例え ば二葉保育園の 徳永 ゆ き の よ うな

女性 が い る の は注 目され よ う。 こ の こ とは，岡山の 場合 と質的に 異な っ て い る こ と を示 し

　て い よ う 。

　　大 阪府 の 「方面委員」制度 は 当時の 林市蔵知事が社会事業行政を所管す る担当課 を設 け

　こ の 補助機関 と して 成立 した もの で あ る 。 小学校通学区域を方面 の 単位 と して 委員 は 市町

村吏員 ・警察官吏 ・学校関係者 ・有志者 ・社会事業関係者よ り知事が 委嘱 して い る 。 具体

的 に は商工 業者や 官吏 ・医者 ・ 宗教家等地域 の 事情 に 詳 し く，また そ の 地域社会が 生計 の

基盤 で あ っ た り職務上 当該地 域社会 に 強い 関心 と責任 を持 っ て お り，人 の 世話をす る余力 ・

　自由時間を比較的捻 出 しやす い人 々 が な っ て い る 。 すなわ ち都市 中聞層 が こ の 委員 の 担 い
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　手 で ある点 に 特徴 が あ る 。 活動内容で 注 目すべ きこ と は関係区域内の 調査 が まず重視 され，

　 そ れ に基づ い て 事業の 実施を 考え て い くと い う点で あ る 。 こ こ に は道徳的指導 で は な く，

　 生活困窮者 の 実態 を で きる だ け正確 に把握 して か らそ れに 応 じて 対策 をた て る と い う現実

　主義的な姿勢が 伺え よ う 。 そ して こ の 調査 や世話 に お い て 権威 を保 つ 方法 と して 「無報酬」

　 で あ る こ とが取 り入 れ られ て い た の で あ る 。 大阪府の 方面委員制度 は 行政補助機関 と い う

　 制度的支 え と地域 に根 ざ した都市中間層 に よ る社会調査 とい う啓蒙的科学 的方法 の 採用 と

　 ボ ラ ン テ ィ ア活動 とい う熱意 と権威づ けに支え られ，や が て 全国に ひ ろが っ て い っ た の で

　 あ る 。 石川県の 場合 も こ の 大阪方式 の影響 を強 く受 けて い る 。 こ れ は 1921年 （大 正 10） に

　石川県社会課の 課長 と して 赤堀郁太郎が 前任地大阪府 よ り赴任 し，社会改良委員を 創 設す

　 る に あ た っ て 大阪方式を と りい れ て い っ たか らで あ る 。

　　 こ の 側面 と と もに や は り大阪の 方面委員制度 は当時 の 社会状況の な か で 各地 に 浸透 して

　 い く地域的な 適合性を有 して い た の で は な い だ ろ うか 。 深刻化 する生活 の 実情 に 対 して 当

　時の 法制度 は無力で あ りむ し ろ基本的に は 「家制度」 お よ び 「隣保相扶」 に よ る 解決を期

　 待 して い た とい え よ う。 こ の よ うな状況下 で と りあえず地方公共団体が 自力 に よ っ て 解決

　 しよ うと した方法が 「相互扶助 ＋無報酬の 民間協 力」の 行政補助機関 と して の 組織化で あ

　 り，救護法の 施行以降 は同法の 担 い手 と して そ の 活動の 実績 と全国的な 組織化 の過 程 に お

　 い て 方面委員制度 へ と制度化 され て い くの で あ る 。

（4） 石川県およ び金沢市の 場合

　　1921年石川県社会改良委員制度が 創設さ れ た が ， こ の 委員の 設置区域 は金 沢市 6校下

　（野町 ， 菊川町 ， 石引町 ， 馬場 ， 森山町） と郡部 4 町 （大聖寺町 ， 小松町 ， 七尾 町 ， 輪 島町）

　 で あ っ た

　　で は ，ど の よ うな人 々 が こ の 委員に な っ て い た の で あ ろ うか 。 石川県社会改良委 員規定

　第 3 条 に よ る と

　　社会改良委員は，左 の 各号の
一

に該当す る者 の 中に就 き，都市長 の 推薦に よ り知事 こ れ

　を嘱託す 。 そ の任期 は 二 か年 とす 。

12n

δ

456

市町村吏員

警察官吏

教育関係者

医師及産婆

神職僧侶及 宗教 師

前各号の 外適当 と認 む る者

　こ こ に は行政組織上職務 として地域住民に特権的に対処 しうる人々 とともに地域の い わ

ゆ る名望家お よび地域の 実情 に 仕事上 詳 し く道徳 的 ・宗教的指導力を有 して い る人 が選ば

れて す る こ とが わか る 。 こ の 点で は岡山県 の 「済世顧問」 の属性 によ く似て い る と い え よ

う。 大阪方式 の よ う に都市 中間層を担 い 手 とす る の は 「方面委員」 と改称 され て か らで あ

る
。 社会事業 の 担 い手 と し て 選ば れ た入 々 に と っ て 初期 の 頃は何 を ど の よ う に して よ い の

か い わ ば手探 りの 状態で あ っ た よ うで あ る 。 先進的 な活動を して い る大阪府 に何回 も視察

に い っ て お り大阪の や り方 をとお して 社会改良委員の 任務 を理解 し始 め て い っ た の で は な

い だ ろ うか と思 う。
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表 5　 國勢調査校下別世帯及人口

十月
一

日現在

女

耀
影

端

撒

撚

鷽

獵

器

劉
謂
砌

糊

號

翻
繼

端

977243646114645

生

14422

　
　

1

　
　
　

111

口人

男

62565103731882846982983456337390300195899989468714073375765960」

ρ

β

3
　
β

β

2

」
　
’6
　

」

β

β

」

ゆ

4

β
　
74

　
2

ゆ

8
　
5
　
9
　
6
　
5
　
8
　
2

μ

2尸

3
　
4
　
3

8624354694444413422

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

111

8

數總

07980345584807989285224964417462718264333947803214621808987340β

4

β

3
　

β

β

ユ

渇

β

β

β

」

β

ユ

2尸

窪

β

β

β

」

2

ゆ

2
尸

2
　

泥

β

4

β

7
　
9
　
7

85145861191220910898388441121112321

帯世

0921340419065489908874122272083

蝦
僻

鵬

螺

端

欄

嚮
・。

饗

幾
器

。

鎗

鶚

3
篝

椽

4

名下校

數

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

校

町

端

闘

轟

 

諮
潮

V
嵎

竪
丸

・

津

幽
馬

震
畤

坂

木

總

野

中

十

菊

新

長

石

材

松

長

芳

瓢

此

諸

馬

森

浅

長

富

米

鞍

潟

粟

大

三

崎

小

夕

百

千

資料 ： 国勢調査 （昭和 15年）

（注）　当時 の表記通 り に 引用
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　 1928年 に 「社会改良委員」 を嘱託 の 手続 きを 用い ず して 「方面委員」と改称 し て い る が

これ は全国的な動向として こ の名称 の ほ うが通 りがよ い とい うこ とに拠 っ て い る 。 同時に

拡大強化 を図る こ と もそ の 目的で あ っ た よ うで あ る 。 石川県方面委員規定に よ る と 「第
一

条　社会 ノ 実情 ヲ調査 シ 其 ノ 改善発達 ヲ図 ル 為方面委員 ヲ置 ク　 第二 条　方面 ノ 地区ハ 市

ニ ア リテ ハ 小学校 ノ 通 学区域町村 ニ ア リテ ハ 町村 ノ 区域 二 依 ル 」 と定め て あ り，金沢 市 に

お い て は こ れ に よ っ て ほ ぼ全通学区域＝校下 〔表 4〕を単位 と して 方面委員に よ る 調査 を

基本 と した活動が な される こ とに な る 。 さらに 「名誉職」 で あ り， 任期 も 3 年 に 延 長 さ れ

て い る （第 4条）。 任務の 内容は多方面に わ た っ て い るが ，生活状態調査 6）
に よ っ て 「カ

ー

ド 1種」階級 （要救護階層） と 「カ ー ド 2種」階級 （不安定階層 ，
ボ ーダ ラ イ ン に ある 家

族） とを認 定す る こ と
7）
が
一

番大 きな任務で あ っ た 。
こ
・
の 他 「相談」 「医療 ・保健」 「戸籍

整理」等 が主な任務で あり ，
こ れ らの 取 り扱 い 事項 は 常務委員

S〕
に よ っ て 知事 に 報 告す る

こ と が 義務づ け られ て い た の で あ る
。

な お
， 方面委員の 活動を促進す る た め に

， 昭和 4 年

12月新 し く 「社会事業調査カ ー ド」 が設け られ た 。
こ れ は単に 個別 の 家族 の 調査だ け で な

く 「多数家庭に 共通す る現象 に して 現在既 に 社会生活上望 ま しか らぬ 影響 を与え将来 に も

それ が継続す る 。 」 と思 われ る もの を さ し，件名はそ の 改善策，例えば 「乳児保護 」 「食物

改善」「禁酒奨励」等で ある 。 これ に よ り， 方面委員 の 活動 は 巾 と社 会 的視野 が 要 求 され

る よ う に な っ た とい え よ う 。

（三）金沢市方面委員の 階層的特徴 と家族 へ の認 識

（1） 階層的特徴

　　金沢市 の 方面委員は ど の よ うな人 に よ っ て 担わ れ て い た の で あ ろ うか 。 石川県方面委員

　事業概要 に 掲載 され て い る委員 の 名簿を分類 ・整理 した もの が 〔表 1〕 で あ る 。 こ こ か ら

　次ぎ の よ うな点が 指摘で きよ う 。

　1　 全校下で 小学校長が方面委員 に な っ て い る 。 こ れ は
， 地域 の諸団体 の 連絡 調整 機能 を

　　担い ，又教育関係者か ら選 任す る場合校下 の 校長が適任で あ る と い う判断によ る も の と

　　思 われる 。 そ して 校下 と い う明確 な コ ミュニ テ ィ の 範囲 の 中で 当時 の 校長 に よ っ て 権威

　　づ け を して い こ う と した の で は な い だ ろ うか
。

　2　 同様に 医師 も ほ ぼ全 校下で 方面委員 に一人 な い し二 人選 ば れ て い る 。 医者 は地 域 の 住

　　民 の 生活状態や健康状態を立場上一番 よ く知 りうる人 で あり，そ の 職務上 の 専門性 と奉

　　仕性 に よ っ て 必要 とさ れた の で あ ろ う。 また僧侶 も約半数 の 校下で 方面委員に な っ て い

　　るが こ れは当時の 社会事業的活動が 宗教心か らお こ な われて い る こ とが多 くそ の 実質 的

　　な担 い 手で もあ り，当時の 人々 の 精神的な拠り所で あ っ た 。

3　以上，校長 ・医師 ・僧侶 は地域住民 の 生活 に密着 した職業で ある と と もに い わ ば権威

　　者 と して ま た行政 へ の 顔役 と して 方 面委員 に な っ て い た と言 え よ う。

4　 一番多い 職業 は 厂商売屋」 で あ り31．3％を占め て お り ， 非常 に 多種 に わ た っ て い る こ

　　とが特徴 で あ る 。 当時 の 都市社会 の 様子が垣 間見 られ る よ う 。 「世話 好 き」 で 「余 力」

　　の あ る人 々 は こ の よ う な 商売を し て い て 時間的に 融通が き き地域の 人々 と 日常 に お い て

　　接触が あ り い わ ば地域 の 情報通 で あ ると い う点 に特徴が あ る 。
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　5　 な お
，

こ の 多種に わた る商売屋 は それぞ れ が大体 1入 か せ い ぜ い 2 人 で あ る が 「薬種

　　商」 （6 人）と 「八百物商」（5人） の みが多 く特 に 「薬種商」 は全員 が常務委員に な っ

　　 て お り，方面委員 の 中心 的な存在とな っ て い る こ とがわ か る 。

　6　 ま た ， 多種 に わ た る職人 ・製造業 に従事 して い る人 々 も 14．3％ もお り，い わ ゆ る商工

　　業者が実際上 の 担 い 手 とな っ て い る 。

　7　役人お よ び勤 め人が 方面委員 に な っ て い る が こ れ は個人 の 職業 に よ っ て 選 ばれ て い る

　　 と い うよ り 「然 る べ き家 の 人」 で あ るか らとい う側面が 強い よ うに思 え る 。

　 8　 性別 で は 男性 93．2％　女性 6．8％ で 圧倒的に 男性が多 い
。 な お ，女 性 は そ の ほ と ん ど

　　が 「無職」で あ りや は り 「しか るべ き家の 奥さ ん 」 が多 い 。

　　　 こ の よ うに 当該地域 に 実際 に 永年住 ん で お り，生計 の 基盤が地域社会の 住民の 生活状

　　況 に よ っ て 大 きな影響を受け る都市 の商工業者を実質的 な担 い 手 と して 小学校長 に よ る

　　連絡調整機能 ， 医師 ・僧侶 に よ る専門性 と地域的な権威付け の もとに方面委員 は構 成 さ

　　 れ て い た と い え る。

  家族 へ の 認識

　　方面委員は具体的な 活動 を遂行 し て い くに あ た っ て 助成会を それ ぞ れ市町村 ご と に任意

　に 設立 して い る 。 金沢市で は，社会改良委員が方面委員 に 改称された翌年 の 1929年 「金沢

　市方面委員事業助成会」 が設立 さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 金沢市お よ び各校下 の 方面委員

　は活発な活動を お こ なえ るよ うに な っ た こ とが 〔表 5〕 か ら伺え よ う。

　　　　　　　　　　　　 表 7　 方面委員に よ る取扱 い件数

　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和 4年〜昭和 11年）

年 件　　　数

1929年度 （昭和 4） 14783

1930年度 （昭和 5 ） 18984

1931年度 （昭和 6） 23228

1932年度 （昭和 7 ） 30194

1933年度 （昭和 8） 31657

1934年度 （昭和 9） 32100

1935年度 （昭和 10） 32959

1936年度 （昭和 11） 34375

　　　　　　　　　資料

　1931年 「鈴見保護所」 が 創立 さ れ た が
，

こ れ は金沢市方面委員事業助成会が社会調査 の

結果 ，市内の 精神病者 をかかえ て い る家族 が座敷牢収容 が義務づ け られ て は い る も の そ の

場所 や看護 に非常 に困 っ て い る実態が わ か り，ま た患者 も悲惨 な状況下 に おか れ 在宅看護

の あ ま りの 悲惨 さ に収容保護施設 と して 設立 した もの で あ る 。 こ こ に は今ま で 家族内で 密

か に に され て い た こ とが現実に は家族に と っ て 大変 な負担で あ り ，
そ れ故 に さ ら に 家族 が

困窮 状態 に 陥 っ て い る こ とが 「調査」に よ っ て 初め て 人 々 の 共通 の 認識 と な っ た こ と が 示

され て い よ う。

同 年 ， 森山町方面委員部で は宿泊保護施設 と して 「東山寮」 を創設 して い る 。 こ れ は ，

当時 校下内に カ ード階級者が比較的多 く不衛生 な住宅 に 住ん で い る人々 を収容 した り，無
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宿旅行者の 宿泊に あて る た め の もの で あ っ た 。 建設費は方面委員 と篤志家多数の寄付 に よ っ

て い る
。 実際 に 収容さ れ た 人 を み る と単身 の 老人 で 身体 の 弱 っ て い る者が 多い

。
こ こ に は，

現代的な 問題 と して 扱わ れ る単身老人 の 問題 がすで に 大正か ら昭和初期に お い て 同 じよ う

な状況一 家族 や近 隣の 相互扶助だ けで は解決 しえ な い介護や 貧困 の 問題一 に 直 面 し て

い る こ とがわ か る。

　 こ の よ うに 家族 や地 域 の 近隣関係だ けで はすで に care の 出来 な い 階層 や 状況 が あ りこ

れ に対 して方面委員 は自 らが中心 に な っ て具体的な救護の 方法 と して こ の よ うな施 設の 創

設 を活動 の 大 きな柱 とす る よ う に な っ た の で あ る。 こ の よ う に方面委員自らが社会事業施

設 の設 置 ・経営 をお こ な うよ うに な っ た の が金沢 の 方面委員活動 の 特徴 で ある
9｝

。

　 さ らに 当時 の 方面委員の 指導者達 が 家族 の 直面 して い る大 き な 時代的な 変化 を的確 に 把

握 して い た こ と
，

そ れ に よ っ て 何 をなす べ きか を そ の 熱意 と指導力に よ っ て 訴え て い くこ

とが で きた こ とは極 め て 注 目す べ き こ とで ある 。 こ れ は ，
1932年社会改良委員が置 かれて

10周年を記念 し 「第
一

回 中部 日本社会事業大会」 （金沢市方面委員連盟 ・中部 社会事業連

盟 共催） が金沢で 開催 され た 折 り， 事例発表を した浦上太吉郎 （森山方面委員）の 報告 の

中に も示 され て い る 。

　 「昔時の 家族 は
， 生産 上 に も消費 上 に も，

一
つ の 独立 せ る

， 経済体 で あ り自らの 範 囲 に て

自給自足 し ， 且 っ 生活の 単位で あ る と 同時 に 血縁的相互扶助 の 単位で あ っ た
。

で あ る か ら

家 あ る もの に して 路頭に 迷 う者 な く， 救貧事業 の 基源 が
， 家な き乞食 ， 浮浪 の 徒 の 収容救

済 に か ぎられた の も，こ の 事情に 基づ くと思 うが
， 近時産業組織 ， 家庭経 済 の 急激 な る 変

化 は，家族親類 の ごと きつ な が りで生活 を保障す る と い う風 は暫時希薄とな り，加 え て
一

家族の 集合的責任が家長一人の 肩上に 落ちか か っ て 来 る結果 ， 家長 の 没落は家族 に 対す る

保護も養育もな しえ ず，そ の 救済 も個人 の場合と同様，
一

っ の 社会問題 とな っ て く る」

　 こ こ に は生産 およ び生活 の 単位で あ り，家族全員が 生業を分担 し生活保障 の拠 り所 と し

て い た く家族〉 が都市家族 の 生計基盤 の 社会的変化に よ っ て そ の 機能 を果す こ とが 出来

な くな っ て きて い る こ とが指摘 され て い る。

　 そ の 原因 と して

　  産業組織 の 急激な変化

　    に よ る家計経済 の 急激な変化

　産業構造 の 変動が挙げ られ て い るが金沢市の 場合 の 年次的推移 〔表 7〕か ら も こ の 変 化

が わか る 。 戦前 の 家制度 の もとで 家族 の 生計の 基盤 が 「戸」 を単位 と して 把握 され て い る

が，日本 の 近代化 ・産業化はそ れ ま で の 身分＝家業 の 社会か ら ， 職業＝個人 へ とす な わ ち

近代産業組織の 形成 と そ れ に よ る 分業体系 ，
さ らに そ れ に見合 っ た 家族内 の 分業 （性別役

割分業）へ の 変動の 過程で あ るが ，こ の変動に対応 した生活保障の 社会的支え が 形成さ れ

な い まま っ きすすん で きた と い え よ う。

　 こ の 結果 ， 家長 1 人へ の 責任 の 集中 → 家長 の 没落 → 家族 の 没落 → 社会問題 とな る の で あ

り，そ の 対策が必要 と い う視点が は っ き りと示 され て い ると い え よ う。 従 っ て 「救護法 を

の り こえ 自主的活躍 へ と邁進 しな ければな らなか っ た 。」 と当時の 法的 制約 の な か で 事 態

に柔軟且 つ 敏速 に対応 して い く場合の 方法 と して ，自主 的活躍す な わ ち善隣館活動 を すす

め て い くこ と が 表明 され て い る 。
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出典 ： 「金沢 市勢
一
班」 （昭和17年）金沢市 役所 120〜12ユペ
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（注 ） ； 資 料 と して 当時の 字 体 の ま ま引用 して あ る 。

（四） 戦 前に お ける善隣館設立 と活動

（11 事例A 一 第一善隣館 の 場合

　で は，具体的に善隣館は ど の よ うに設立 され ど の よ うに運営され て い た の で あ ろ うか 。一

　つ の 事例 と して 金沢市で 最初に設立 された第
一
善隣館の 場合を 見て み よ う。

　　1934年　野町方面委員常務安藤謙治 の 発起 に よ り方面委員の 取 り扱 い ケ
ー

ス の 処理 を め

　ぐっ て い ろ い ろ と情報交換を した り， 研究を進 め て い く必 要性か ら研究セ ン タ
ーと して の

　機能 と地域住民の 教養 ・経済 ・保健 の 向上 を 図る た め に設立 され た も の で あ る 。

　　設立 に あた っ て は財源が必要で あ るが金沢市 よ り元野町小学校の 敷地及 び校舎 の
一
部の

　無償貸与を受 け，さ らに恩賜財団慶福会 ，方面委員助成会 ，

一般篤志家 よ りの 寄付金 ・補

　助金 に拠 っ て い る 。
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　　 活動 は多岐に わた り

　 1934年　託児所一 戦後 　保育所

　　　　　（勤労婦人に時間 と労力の 余裕を あた え生活の 向上 を はか るため）

　 1934年　授産 ミ シ ン 部

　　　　　（職業 の 補導と内職 の 奨励の た め ）

　 1937年　善隣少年団一 戦後　 ボーイ ス カ ー ト第 2団

　　　　　（青少年の 心身鍛練 と社会奉仕 の 涵養育成 に 努め る た め ）

　 1938年　伎芸部
一

戦後　公民 館活動 へ

　　　　　 （長唄 ・舞踊 ・謡 曲 。 茶道 ・華道教習を催 し地域住民 の 教養向上 を図 る た め）

　 1938年　授産所 の 強化拡大

　　　　　（軍人の 遺家族婦女子 の経済的 自立 の た め の 裁縫や講習会 ， 県 の 委託 に よ る）

　 1941年 　同心講
一

戦後　長寿会

　　　　　 （救わ れ る もの と救 うもの と共 に 同 じ心 で 生 きる と い う意味 か ら名付 け られ 各宗

　　　　　輪番で 回向読経 と法話 を催 して い る　老人対象）

　　以 上 の よ う に子供 ・婦人 ・老人 と い う家族に生活を依拠 しまたそ の 世話を必要とする人々

　 に対 して 経済的 ・ 精神的側面 に お い て 多様 な サ ポ ート シ ス テ ム を持 っ て い る こ とが特徴で

　ある 。 さ らに，保護を必要 とする人 ばか りでな く地域住民 の教養向上や 青少年の 健 全育成

　の た め と い う今 日で い う社会教育の 領域を包摂 して い る点が注 目され よ う 。 こ の よ うな幅

　の 広 さ が多様 な地域住民 の広範な支持や援助を引き出 して きたと い え るの で は な い だ ろうか 。

  　事例B 一
第三善隣館の 場合

　　 1936年材木方面委員部常務委員荒崎良道に よ っ て 設立 され て い る 。 彼 は金沢の 「雲龍寺」

　住職と して 貧 し い 人 々 の た め に い ろ い ろ な 活動を お こ な い 「仏教道徳団」を結成 しそ れを

　活動 の 拠点と して い た 。 こ の 中か ら生 まれ た の が第三 善隣館
’e）

で あ る 。 実は 1935年 に託児

　所 と授産所 を兼ね た 「協心舎」 を建設 して い る が大雪 の た め崩壊 した為 に現在地 に第三 善

　隣館が 建て られ た 。

　　建設に あた っ て は 1万 1千 円と い う当時 と して は大金 の す べ て を借入金 で 賄 っ て い る 。

　すなわ ち 「
一
般地区住民各位か らの 募金 や寄付な どを基金 と して 建設す ると い う常道を歩

　まず ， 当初か ら借入金 を もっ て土地購入 ， 建物建設一切を まか な い
， そ の 後 は これ を運営

　しっ つ 償還 に努力された こ と は並 々 な らぬ こ と だ っ た と想像され る 。 」 と い う こ と か ら も

　わ か る よ うに
， 寄付金 を集め て 行 うこ とを全 くして い な い 点が他 の善 隣館と異な っ て い る

　点で ある。

　　運 営に あ た っ て は予算の 20％を母子保健の研究に あ て て い る こ とは注 目され よ う 。 社会

事業施設が研究費 まで 出 して い る こ と に非難 もあ っ た よ うだが 「研究 な くして 進 歩 な し」

　と の 考え の もと に 事業が進め られ て い っ た こ とは卓見で あ っ た と思 う。 第三善隣館 の 事業

　は下記の よ うに多岐に わた っ て い る 。

　1936年　母子保護を主 眼 とす る診療所

　　　　　健康保健部

　　　　　内職奨励授産部

　　　　 宿泊保護部
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　 1938年　愛育保育園　　戦後 「愛育保育園」

　　　　　 （虚弱児 を対象 と した特殊保育を実施 して い る。当時 と して は珍 し く南側全面 紫

　　　　　 外線吸収 ガ ラ ス を はめ ，健康面 に注意 して い る）

　 同　年　別館 と して 七生寮の 開設

　　　　　 （出征兵士 の 遺 家族の 子弟 の た め に 開設 して い る 。 当時 の住 民 の ニ ーズ に 応 え た

　　　　　画期 的な もの で あ っ た 。 な お，こ の 建設 に あた っ て も 1万 3千円全額借入金で あ っ

　　　　　 た 。 ）

　　 こ の よ うに第三 善 隣館 は母子保護 の た め の 医療 ・ 保健 。 保護活動を中心 に行われてお り ，

　 また虚弱児保育な ど先駆的な活動をお こ な っ て い る の が特徴で あ る 。 時代 の 変動 の 中で 地

　域社会 の住民や 家族が 直面 して い る 問題 に先駆的に 対応 し家族 を サ ポ ー ト し て い くこ と に

　 よ り地域福祉を実現 して い くと い う活動は戦後 も引き継が れ て い る 。

　　例え ば 1980年石川県内 で 最初 の 独居老人 へ の 給食サ ービ ス をお こ な っ て おり，
1987年 デ

　イ ・ケ ア施設
11） 厂味噌蔵 さつ き苑」を開所 し介護 して い る家族に 休養を あた え ，か つ 老 人

　 の 孤独 ・身体機能 の 衰え を地域の 人 々 と の 交流 に よ っ て で き る だ け防 ぎ生 き生 き と した 生

　活が な しえ る よ う に と い う考 え に基づ くもの で あ る。
1989年か ら休 日保育をお こ な っ て い

　 るが こ れ は母親 の 就業実態や変化 へ の 対応で あ る と い え よ う。 こ こ に は 家族 の 果たす べ き

　機能 と思わ れ て い る老人介護や こ ど もの 世話が 家族 内だ け で は 出来な い と い うだ けで な く ，

　地域 と の 〈交流〉 と い う視点が含まれ て い る 。 そ して 何よ りも現実に 多 くの 困難を抱え

　て い る 家族へ 具体的な サ ポー ト シ ス テ ム を提供 して い る こ とが示 され て い よ う。

（3） 事例 C 一 永井善隣館 の 場合

　1938年　授産所設置

　　　　　 （菊川 町方面委員部に よ っ て民家を借用 した授産所が設置 された の が そ の 最初で

　　　　　あ る 。 ）

　1939年　永井善隣管設立案を決議

　　　　　（永井柳太郎閣下 の 承諾 を得 る こ と に よ っ て 建設 の 実現 に こ ぎっ けた ）

　　　　　　建設資金 は援護機関 よ り補助金お よ び郷土出身者よ り の 寄付 を募 っ て い る 。 事

　　　　　例A および事例 B と比較す る と郷土 出身者 に 頼 っ て い る点が注 目されよ う。

　1940年　竣工 ，各事業開始

　　　　　（工 事費 299050円，建設費総額 75330円，内訳は土地買収費 17124円 ，
工 事並 び に

　　　　　設備費 57841円 ，雑費 365円 で あ る）

　1940年　主馬町託児所 を現在地 に 移す 。

　　　　　戦後　永井善隣館保育所

　1940年　永井文庫を開庫

　　　　　戦後　菊川公民館 と協力

　　　　　（青少年 の 教養向上 の た め ）

1941年 永井記念館竣工 （工 事費7150円）

　　　　　（戦後　校下諸団体の 会合等に使 用）

1941年　太陽塾開塾

1941年 　菊川町校下戦没将士の た め の 奉安殿設置
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　　永井善 隣館 は永井文庫や太陽塾 の よ うな青少年教育を戦前お こ な っ て お り，
そ の 点 で は

　今 日 の 公民館的活動が す で に な さ れ て い た と い え よ う。 事例 A ， 事例B と比 べ る と社会事

　業 と ともに 社会教育施設 と して 地域住民 へ の 活動が 盛ん で あ っ た点に特徴が あ る 。

（4） 家族へ の 支援 シ ス テ ム の 形成 と特微

　　以上の 検討か ら戦前の善 隣館活動 の特徴 は次 の よ うな点で ある と い え る 。

19

自

3

4
厂
0

ρ

0

方面委員 自らが設置 ・経営を して い る 。

設立 に あた っ て 地域住民 ・ 篤志家 の 寄付を中心 に す る場合 ， 設置者 の 自 己資 金 （借入

金）に全額依存する場合 ， 地元 出身の 名士 を中心 に 寄付を募る場合 と多様で あ る 。

貧困層や援助を必要とす る家族だけ で な く地域 の 青少年育成や一般住民 に 対 す る 活動

すな わち社会事業活動が 社会教育活動 も含ん だ もの で あ っ た こ と。 こ の こ とが地域 に

浸透 ・継続 して い っ た主要な要因の ひ とつ で あ ると思 う 。

地域住民 の生活問題 に 密着 した活動 と時代の ニ ーズ を先取 り した活動を して い る こ と。

町内会 ・婦人会 ・青年団等の 地域集団を支援 団体と して い る こ と 。

方面委員 に は市町村長の 補助機関 と して 権限を 伴 う職務に 責任感 とや りが い を 感 じて

い た人が 多か っ た こ と 。

　 善隣館 の 特徴 は 「個別家族 の 救済」（具体的 に は託児所 ・診療所 ・健康相談部 ・ 授産部 ・

宿泊保護部等）＋ 「地域住民の教育 。 教養 の 向上」 （伎芸部 ・文庫 ・ 少年団 。同心講等） と

い う社会事業的活動 と社会教育的活動の 両方を合わせ もっ 活動で あ る 。 家族崩壊は 都市中

間層の 生活基 盤 で あ る地域社会の衰退 に 結び っ くた め こ れ を 「個別」 と して で は な く地域

社会の 問題 として の ひ ろが りを もた せ る こ と に な り 「地域住民」 の 教育や教養の 向上 に も

力を い れ こ の こ とが 「校下」 レ ベ ル の 支援体制 と浸透 を促 した の で は な い か と思 う。 また，

設立 の 方法 ・運営 もそ の 地域社会 ＝校下 によ っ て多様で あ り こ の多様さ と時代 の ＝ 一ズ に

柔軟に 適応 して い ける規模お よ び組織は現代 の 家族へ の 地域 的 ・社会的支援 シ ス テ ム の あ

りか たを示唆 して い る の で は な い だ ろ うか 。 同時 に戦前 ・ 戦後 を通 じて 善隣館に 協力を っ

づ けて きた地域集団を とりま く社会的状況 の 変化に も注 目して い く必要が あ る と思 う 。 そ

れ は地域集団 は住民を束ね て い くとと もに 下部組織 → 上部組織 と い う下か ら上 へ の 組織化

と補助金 ・委託事業 に よ る上か らの 連結化 によ り ピ ラ ミ ッ ド型 の 組織原理 を 内包 して い

る
「e）

。 現在 ， 地域 を離れ て 又 は こ え て 関心 領域 ごと の ネ ッ ト ワ
ーク型集団活動が盛ん に な っ

て きて い るが，今後地域社会 レ ベ ル で は，こ の 組織原理 の 異 な る集団活動が広義 の ボ ラ ン

テ ィ ア活動 を ど う担 い ，家族 へ の サ ポ ー ト シ ス テ ム を形成 して い くの か は今後 の 新 た な 課

題 とな っ て きて い る 。

注

1）　 こ の 点 に っ い て 石原多賀子 「現代都市 と家族生活」（二 宮哲雄他編著 「都市 ・農村 コ ミ ュ ニ テ ィ 」 御

　　 茶 の 水書房，1985年） を参照 して ほ しい 。

2） 農村か ら排出さ れ た人々 が ど の よ う に都市で家族を形成 し定住 して い っ た か に っ い て は，石原多賀子

　　 「都市 に おける定住過程 と位相」　 （橋 本和幸 ・石原多賀子他著 「定住 の 社会学的研究 」 多賀 出版

　　 1988年
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3） 第 1 回国勢調査 に お い て ，すで に 過半数 の 核家族世帯が 存在 して い た こ と は 注目すべ き こ とで あ ろ う。

　　　しか し，家制度化 に お ける 場合 の 核家族 は直系家族制の 理 念 に 包摂 さ れ て お り，あ く まで 本家 の 分派

　　 世帯で あ っ た の で あ る 。
こ の 点 が 戦後 の 核家族 と は こ と な っ て い る 。

4 ）　昭和 21年 7月文部次官 通 牒 に よ り全 国市 町 村 に 「公 民館 の 設置運営」 が 勧奨 さ れ た 。昭和 24年 6 月

　　 「社会教育法」 が 施行 さ れ ，第 5 章 に 公民館 に つ い て の 目的 を 記 して い る 。 す な わ ち 「市町村そ の 他

　　 一
定 区域の 住民 の た め に ，実際生活 に 即す る教育 ・学術お よ び文化 に 関す る各種 の 事業 を行 い ，も っ

　　 て 住民 の 教養向上，健康増進，情操 の 純化を図 り，生活文化向上 の 振興，社会福祉の増進 に寄与す る

　　 を 目的．」 と し 「市町村が設置す る」 （第 21条） とある。金沢市 で は こ れを受 けて
， 昭和 27年 に は 全校

　　 下 に 地区公民館 が 設置 され た 。 こ の うち
， 善隣館 に 併設 さ れ た もの は野町 公民館 ，十

一
屋 町公民館，

　　 新堅町公民館，菊川 町公 民館，長土塀公民館 ，森山公民館 が あり；い ずれ も戦前善隣館 が そ の 校 下 の

　　 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ
ー

的機能 を に な い 活 発 に 活 動 して い た と こ ろ で あ る。

5）　い わ ゆ る金 沢 方 式 と は，地域住民 運営 の 公民館 と して ，人件費 ，
運 営費，事業費の す べ て の 領域 に わ

　　 た っ て 行政 と住民 が お 金 を 出して 維持運営 して い く方式を い う。現在，行政側 が 75％，住民側 （町会）

　　 が 25％ と い う負担 の 比率 が あ る。

6） 生活状態調査 と は下記 の よ う な 「生活状態 カ ード」 に もとづ き調査す る こ とで あ る 。

（頁　　 　二 ） （頁　 　　 一）
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7） 第 1種と は 「絶対的 に 必要 な る生存資料 に も事欠け勝 ち の 極貧者 の 謂 い に して ，普通公私 の 救助 を得

　　 て 生活す る もの 」 で あり，第 2 種 とは 「第 1種 よ りは 多少 の 余裕あ る も，普通 の 生活を な し得な い貧

　　 困者 の 謂 い に して ，平常公私の 救助を必要とせ ざ る も生活以 外何等余裕 な き を 以 て 家族 に 病災 あ る

　　 場合又 は 短 日月 の 失職 に も生 活 を 維持 し能 わ ざ る に 到 る 程度 の もの で あ っ て ，委員 と して 常 に 事項

　　 な きや を 注意 し且 っ 時宣 に 応 じて 向上 の 方策 を必要 と す る者 」 を さす。

　　 （「石川県社会福祉要覧」 10ペ ージ）

8）　常務委員 は と りあ っ か っ た 事項 を毎月知事 に
一

定 の 様式 に 基 づ い て 報告す る義務が あ っ た。そ の 事項

　　 は 次 の 通 りで あり，そ れぞ れの 事項 の 取扱 い 件数を記入す る よ う に な っ て い る 。

　　 1　 調査　　　　 2　 人事調査　　 3　 保健救療　　 4　救護救済　　 5　 児童保護

　　 6　 経済保護　　 7　 戸籍整理　　 8　 教化改善　　 9　 其 の 他

9） 行政 と して
一
般救護事業は下記 の 表の よ う に お こ な わ れ て い た 。 地域住民 の 直接的 ・間接的 な 救護活

　　 動 の き め細 さ と迅 速 な 対処 は 方面委員設置の 善隣館 に 担 わ れ て い た の で あ る
。

表　
一

般救護事業 （金 沢市）

生 活 救 助 助 産 醫 療 疾 病 傷 疾

年　　　 次 年度末現在 姙婦産 縣費負擔 市費負擔
實人員

世帯 人員 實人員 實 人 員 實 人 員

昭和十五年度 1，351 844 947 一 一 373

同　十 四年度 1β27 773 924 一 3 307

同　十三 年度 1
，
257 650 871 一 3 382

同　十二 年度 1，269 552 740 5 9 301

同　十
一

年度 1，148 553 806 2 4 319

年　 　 　 次
埋　 葬 件 数 行旅病人 （年度末現在） 行旅

縣費負擔 市費負擔 總 數 男 女 總數

昭和十五年度 　 60 8 4 4 、 4

同　十四年度
一 47 13 10 3 4

当　十三 年度
一 67 16 11 5 6

同　十二 年度 ｝ 37 16 10 6 7

同　十
一

年度 一 29 12 9 3 5

死亡人 （年度末現在） 精神病者監護 （年度末現在）
年　 　　 　次

男 女 總 數 男 女

昭和十五年度 3 1 9 6 3

同　十四年度 3 1 15 13 2

同　十三 年度 4 2 26 21 5

同　十二 年度 4 3 16 14 2

同　十
一

年度 3 2 15 10 5

引用 ：「金沢市勢
一班」 （昭和17年）77ペ

ージ

（注） 資料と して 字体，体裁はそ の まま に して 引用 して あ る。
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10） 前年 に第
一

善隣館 が 創設 され て お り 「第三 」 の 名前 に つ い て 不審 に思 う人 も い る が ，こ れ は 弓の 町

　　 に あ っ た第二善隣館を大正 14年 7月か ら設置さ れて い た済生会診療所が昭和 17年 に 増改築 して 済生

　　 会病院を建設 したさい 買収 したた め 「第二 」 の 名が消滅 した もの で あ る 。 （第三 善隣館と荒崎良道 1

　　 11ペ ージ ）

11）　高齢化社会 に おけ る 老人福祉 の
一

環 と して 国政 レ ベ ル で も通所サ ービ ス 事業 と して と り あげ られ て

　　 い る 。 今ま で に お こ な わ れ て き た デ ィ
・サ

ー
ビ ス に っ い て は 次 の よ うな 調査か ら も そ の 実態が 伺え

　　 よ う。 こ こ に は
，

サ
ー

ビ ス を受け る の は 対象者本人 の み で な く，本人 の 家族や周 囲 の 人 々 も含 まれ，

　　 む し ろ そ れ らへ の サ ポ
ー

ト シ ス テ ム と して 機能 して い る こ とが 指摘 で き よ う。

　　　　　　　　　　　　〔表 ll− 1〕　デ ィ
・サービ ス

「
を利用 し た動機 （本人）　　　　　　　 単位 二 ％

男

女

　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　 ク ラ ブ活 動 の た め 　 　 　 　 　 　 そ の 他

友 人 をっ くりたい た め　 　 　 　 　 入浴 の た め　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 リハ ビ リの た め 　 　余暇 の 利用 の た め

11．54 51．36 17．42 16．74

丶 丶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丶 丶　　　　　　　　　　　　　　ノ

＼ 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 ＼ 　 　 ／／
1．13　　 　　 　　 　 1

18．78 51．02 7．11 18．53

2，54

　　　　　 〔表 11− 2〕　デ 〈
。サ

ービ ス を 利用 した動機 （家族）

世話 をす る こ と に よ る家事　　　　　　 職 業へ の しわ よせ の 軽減の た め

へ の しわ よ せの 軽減 の た め　　　　　　　　　　 精神 的負担 の 軽減 あため

2．63

単位 ：％

男

そ の 他

45，83 4，72 33．33 16．11

　 〆　　　　 〆

　 ／　　　　 ／

／ 　 　 　 　 　 〆

／　　　　　／

ノ
！

ノ

！

女 一

男

か な りあ り

利　用　の 　効　果

　 　 　 　 　 　 　 あ　 り

％位

し

単

な

25．69 61．46 12．85

／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丶　 ／　／／！　　　　　　　　　　ノ

・［重匚［ 二二 二 ：巫＝二二 ＝］ 亜］

、

、

、

資料 ： 〔表11− 1〕 〔表11− 2〕 と も 「厚 生科 学研究 」昭和 55年

〔表 11− 3〕　 デ ィ
・サ ービ ス 事業の 送迎方法 単位 ：％

　 　 　 　 74．1％
セ ン タ

ー車利 用　5，591人
　　 163％

自力利 用　 1，230人
7，4％

家族介助

556人

2．靨
％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 そ の 他 165人

12）　こ め点 に つ い て は
， 似 田 貝香門 は福山市 の 調査 で 各 レ ベ ル で の 垂直的編成 状況 に つ い て 右 図 の よ う

　　 な くわ しい 図式化を しめ して い る 。
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